
第 二 期 の 計 画 策 定 ま で の 取 り 組 み に つ い て 、 月 並 み で す が 大 変 だ っ た こ と と 拝 察 い た し

ます 。  

 詳 細に 拝見 し、関 係機 関を 広く 捉え られ てい る 事や、役場 内の 全て の課 が連 携し た取 り組

みが 網羅 され た完 璧な 計 画の 策定 だと 思い まし た 。  

 第 一 期 は コ ロ ナ 禍 も あ っ て 、 人 材 育 成 な ど の 研 修 が で き て い な い 中 で の ス タ ー ト に な る

こと や、役 場 の業 務の 繁 忙期 に、些 細 な気 ずき や 、他課 との 連 携が でき る のか なと、自 分自

身が 役場 の待 ち時 間に 感 じた 場面 を想 定す ると、PDSA 回 数を 四半 期毎 は必 要で はな いか と

思い まし た。  

 自 殺に 関す る統 計で は 、年齢 階級 別死 因順 位で は１ ０～ ３９ 歳で 第１ 位 で、こ の年 齢の 生

活背 景の 多様 性が 具体 的 な自 殺対 策が 困難 にな っ てい ると 思わ れま す。  

 高 鍋町 の数 人の 分析 結 果が 、年 齢 、性 別、予測 さ れた 誘因 は既 に報 告さ れ てい る内 容に共

通す る部 が複 数あ るの で 、これ らが 想定 され た個 人を 注視 する 必要 はあ る と思 いま すが、実

際に はプ ライ バシ ー保 護 や人 権擁 護の ため に、 情 報の 収集 が非 常に 困難 に なっ てき ます 。  

 更 に、個人 の性 格が 身 近な 家族 や、職場 の同 僚 、友人 も気 が付 かな い条 件 にな って いる事

も事 実で す。  

 私 も、友 人、友人 の配 偶者、職場 の 元同 僚、近 隣者 など 数人 の自 殺を 身 近に 遭遇 しま した

が、共 通し たの は 、「 立つ 鳥跡 を濁 さず」 でし た。 自死 以外 に迷 惑が 無い よ うに 整理 され た

状態 で、問題 を抱 えて い るこ とは 周囲 もわ かっ て いて も、毅然 とし た対 処 であ り、うつ 状態

を見 せて いな かっ た事 で した 。  

 自 己 の 限 界 を 確 信 し て 選 択 し た 結 果 で あ っ て 、 発 作 的 な 行 為 と は 考 え ら れ な い 事 は 身 近

な人 も含 めて 同じ でし た 。  

 こ のこ とは、本人 が背 負っ てい る内 容は 周囲 は 把握 して いた けど、十分 解決 でき る能 力を

備え てい ると 自認 し他 人 も認 めて 任せ てお り、大 変だ けど やり きる 様な 気 丈な 人ほ ど「お せ

っか い」 が必 要だ った の では と後 悔し てい ます 。  

 ま た、う つ状 態で 「死 んだ 方が まし だ。死 に た い。○ ○さ んの 所へ 行 き たい 。」 と、 希死

念慮 の発 声が あっ ても、うつ 状態 のど ん底 時に は 自殺 への 危機 感は 少な く 、症状 が改 善に 向

かう 時の エネ ルギ ーで 自 死行 為を とる 傾向 が見 ら れ ま す。  

 自 ら 各 所 に 相 談 し て も 解 決 で き な く て 絶 望 の 果 て に 自 死 を 選 択 し て は い な い の で は な い

かと 思わ れま す。  

 ア ン ケ ー ト は 町 民 の １ ０ ％ 弱 の 対 象 者 で 回 答 率 か ら 町 民 の ５ ％ の 意 見 に な り ま す が 、 公

的な 相談 機関 やう つ状 態 のサ イン が分 から ない 等 から、 下記 の事 を提 案さ せて 頂き まし た。 

 

 

 

 

 



１ ．  自 殺 予 防 対 策 に よ る 計 画 内 容 を 町 民 に 周 知 す る 方 法 に つ い て 、 ペ ー パ ー だ け で な く 、 

アプ リの 登録 状況 を確 認 して 視覚 から 強調 する 内 容を 検討 する 。  

 

２．  死因 トッ プの 年齢 層 が主 体と なっ て参 加す る イベ ント を実 施す る。  

 

３．  誘因 とな る情 報を 一 元化 する シス テム づく り （商 工会 議所 や農 協、 役 場で の相 談、  

民生 委員 、学 校、 社協 、 医療 機関 から の情 報）  

 

４． 民 生委 員、児童 委員 とゲ ート キー パー によ る 訪問 活動  （民 生委 員を 補佐 する 役割 を  

とっ てい る自 治体 があ る ）  

 

５． 計画 の実 施状 況を 4 半期 程度 のス パン で効 果 判定 し、計画 倒れ にな ら ない よう に努め  

る。  

 

６．  単年 度毎 に実 施状 況 を評 価し て町 民に 公表 す る。  


